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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年６月１７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 不明（令和７年３月２０日 ０９時００分頃～１０時３５分頃の間） 

発生場所 不明（千葉県館山市布
め

良
ら

海岸西方沖） 

事故の概要  漁船康
やす

丸が航行中、船長が落水して溺死した。 

事故調査の経過  令和７年４月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 康丸、１.７２トン 

 ＣＢ３－８７０８１（漁船登録番号）、個人所有 

 ７.００ｍ（Lr）×１.６０ｍ×０.７０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数４０、昭和５６年４月２日 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（漁業協同組合提供） 

 乗組員等に関する情報 船長 ８２歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５３年２月２４日 

  免許証交付日 令和３年２月１日 

         （令和８年９月８日まで有効） 

 死傷者等 死亡 １人（船長） 
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 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、視界 良好 

 船長発見場所の北北東方約１１km に位置する館山特別地域気象観

測所の観測値は、次のとおりであった。 

海象：波高 約１.０ｍ、水温 約１６℃ 

館山市には、３月１５日０７時０６分に波浪注意報が発表され、本

事故時も継続中であった。 

事故発生場所付近にいた遊漁船の船長によれば、０９時頃、海上は

平穏であった。 

日時 
気温 

(℃) 

平  均 最大瞬間 

風向 風速(m/s) 風向 風速(m/s) 

20 日 08:00  6.9 南 0.7 南南東  1.4 

  09:00  9.8 北北東 2.0 北東  3.2 

10:00 11.6 南南西 3.6 南  7.5 

11:00 12.4 南南西 4.7 南南西  7.3 

12:00 13.1 西南西 3.8 西  7.4 

 事故の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 本船の出漁に関する状況 

船長の家族によれば、船長は、令和７年３月２０日０７時頃、

本船で引き縄漁を行う目的で自宅からオートバイで館山市富崎漁

港の係留地に向かった。 

本船が行う引き縄漁の概要は、次のとおりであった。 

① １０月～４月頃は日出後に出漁し、主な漁場は富崎漁港西方

沖から南方沖の３か所であった。 

② 本事故当時の漁獲対象はわらさ
．．．

であった。 

③ 操業方法は、左右舷から出した竿
さお

から釣り糸を流し、本船を

低速力で航行させながらわらさ
．．．

を釣り上げるものであった。 

竿の片付け（納
のう

竿
かん

）は、主機を中立とすると釣り糸がプロペラ

翼に絡むので、航行を続けながら行っていた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 引き縄漁（出典：福岡県水産海洋技術センターホームページ） 
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(2) 無人の状態の本船が発見されるまでの状況 

０９時頃、布良海岸西方沖で遊漁を行っていた遊漁船の船長

は、陸岸沿いにゆっくりと南東進する本船をレーダー画面及び目

視で確認した。この時、本船の船長が船尾端で海に向かって立っ

ている姿を見た。 

また、同じ頃、富崎漁港南側の防波堤の上から同漁港沖を眺め

ていた近くの住民は、ゆっくりと南方に移動する本船を目撃し、

ふだんこの海域を航行している小型船舶よりも陸岸寄りの浅瀬近

くを航行しているので不思議に思った。その時、船長の姿は確認

できなかった。 

布良海岸南方の磯場にいた釣り人（以下単に「釣り人」という。）

は、本船が陸岸寄りを航行しているので不審に思い、釣りをしな

がら本船を見ていたところ、０９時５０分頃、本船が磯場に乗り

揚げた瞬間を目撃した。釣り人は、本船の状況並びに本船上及び

付近に人が見えないことを１１８番通報した。 

（写真２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 磯場に乗り揚げた本船（漁業協同組合提供） 

 

(3) 船長の捜索及びその後の状況 

本船船内が無人であったことから、海上保安庁は、巡視艇及び

ヘリコプターで船長の捜索に当たった。 

海上保安官が本船船内を確認したところ、次のとおりであっ

た。 

① 主機が運転中でクラッチレバーが前進位置となっていた。

② 船体に他船と衝突したような痕はなかった。 

③ プロペラ翼にロープ等の絡まりはなかった。 

④ 船内に漁獲物はなかった。 

⑤ 両舷に１本ずつ出して使用する竿は、左舷側が納竿され、

右舷側がなくなっていた。 
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１０時３５分頃、富崎漁港南方約１.５海里沖を航行中のプレ  

ジャーボートの乗組員が、漂流している船長を発見した。 

船長は、来援した巡視艇に揚収され、心肺停止の状態で救急車に引

き継がれて、館山市内の病院に搬送された。 

船長は、医師によって１３時５３分に死亡が確認された。その

後、司法解剖され、死因は溺水と検案された。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 船長が目撃された場所等 

 その他の事項 

 

 

(1) 船長の漁業経験等 

船長は、約４５年間、富崎漁港を定係港として主に引き縄漁を

行っていた。 

本船には約４０年間乗船し、ふだんから時
し

化
け

た日以外は１人で

出漁していた。 

(2) 船長の救助時の服装等 

救助された際、救命胴衣は着用しておらず、冬用のジャンパー

に長ズボン、耳当て付きの帽子を着用し、スニーカーを履いてい

た。 

船長の家族によれば、船長はふだんから救命胴衣を着用してい

なかった。 

船舶職員及び小型船舶操縦者法（昭和２６年法律第１４９号）

並びに同法施行規則（昭和２６年運輸省令第９１号）には、船外

への転落に備えた措置として暴露甲板上にいる全ての乗船者は、

救命胴衣を着用する義務が定められている。 

所有していた携帯電話は、船内から発見された。 

(3) 船長の健康状態等 

船長の家族によれば、船長は、血圧等の薬を服用していたもの

千葉県 

１０時３５分頃、船長が 
発見された場所 

富崎漁港 

０９時 5０分頃、本船が 
乗り揚げた場所 

漁 場 

漁 場 

漁 場 

布良海岸 

館山市 

０９時頃、本船に乗船して 
いる船長が目撃された場所 

０９時頃、防波堤から本船が
目撃された場所 
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の健康状態に大きな問題はなく、ふだんから飲酒はしていなかっ

た。本事故前日（３月１９日）２２時００分頃就寝し、本事故当

日（２０日）０５時３０分頃起床し特に変わった様子はなかっ

た。一方、本事故の数か月前から体力の低下が顕著になってい

た。 

(4) 本船に関する情報 

① 舷側のブルワーク（船縁）の高さは、船体中央部付近が約  

４３cm であり、船尾甲板の周囲が約１５cmであった。 

② 船尾甲板のブルワークには、ハンドレール（手すり）は設け

られていなかった。 

③ 縄ばしご
．．．

や固定ばしご
．．．

は、外舷に備えられていなかった。 

（写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 本船の後部甲板（漁業協同組合提供） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

 

 

不明 

不明 

なし 

(1) 船長の死因は、溺水であった。 

(2) 船長が落水した時刻 

① 船長の生存が確認されたのは、本事故当日０９時頃、布良海

岸西方沖で遊漁を行っていた遊漁船の船長が、陸岸沿いにゆっ

くりと南東進する本船をレーダー画面及び目視で確認し、船長

が船尾端で海に向かって立っている姿を見たのが最後である。 

② ０９時５０分頃、釣り人が、陸岸寄りを航行していた本船が

磯場に乗り揚げた瞬間を目撃した際、本船上及び付近に人は見

えなかった。 

約 43cm 

クラッチレバー 

約 15cm 

左舷側の竿 
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③ １０時３５分頃、富崎漁港南方約１.５海里沖で、漂流してい

る船長が発見された。 

④ ①～③から、０９時頃から１０時３５分頃までの間に船長は

落水したものと考えられる。 

(3) 船長は、次のことから、航行中に、体のバランスを崩すなどし

て落水した可能性があると考えられるが、船長の落水状況を目撃

した者はおらず、客観的情報も十分に得られなかったことから、

落水に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

① 磯場に乗り揚げた本船は、主機が運転状態で、クラッチレ 

バーは前進位置となっており、船体に他船と衝突したような痕

はなかった。 

② 本船の船尾甲板のブルワークの高さは船尾甲板から約１５cm

であった。 

③ 船長は８２歳であり、体力の低下が顕著になっていた。 

(4) 救命胴衣の着用に関する状況 

船長は、本事故当時、救命胴衣を着用していなかったことか

ら、海上で浮力を保持することが困難であったものと考えられ

る。 

原因 本事故は、本船が、布良海岸沖において航行中、船長が落水したこ

とにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・ブルワークが低い小型漁船の乗組員は、甲板上で立って作業を行

う際、体のバランスを崩して落水しないよう、姿勢を低くするな

どして十分注意すること。 

・小型船舶の乗組員は、航海中、暴露甲板にあっては常に救命胴衣

を着用すること。 

・小型船舶に１人で乗り組む船長は、防水パックに入れた携帯電話

を常に身に付け、落水時の連絡手段を確保しておくこと。 

 


